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成生児童クラブの子どもたちは、地域に支えら
れながら毎日安心して元気に生活しています。
夏休み中、食生活改善推進協議会のみなさんに
教わりながら昼食を作った後、みんなでおいし
くいただきました。
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９月２２日の天童市議会議員選挙で当選した２２人の　議員です。
市民のみなさんと共に、明るく住みよい、生きが　いの持てるまちづくりのために頑張ります。

新議員２２人を 紹介します
１ 佐

さ
藤
とう
　孝
こう
一
いち
56歳

無所属（１回）
自営業

青年都市天童の創
造に向けて、精
いっぱい取り組ん
でまいります。

住所：天童市久野本二丁目３番３５－１号
Tel：666−3733

議席
番号 　氏　名 年齢

党派（当選回数）
職業

顔写真
抱負

住所：
Tel：

５ 熊
くま
澤
ざわ
　光
ひか
吏
り
36歳

無所属（２回）
市議会議員

若さと熱量を市政
に。ヒカリ輝く天
童の実現を目指し
邁進します。

住所：天童市小路二丁目３番１６号
Tel：654−6622

９ 佐
さ
藤
とう
　俊
とし
弥
や
	６４歳

無所属（２回）
市議会議員

市民の皆様に、快
適な暮らしを！実
現に向け全力で取
り組みます。

住所：天童市大字長岡１番地
Tel：655−2514

２ 五
い が ら し
十嵐浩

ひろ
之
ゆき
57歳

ＮＨＫから国民を
守る党（１回）
市議会議員

ＮＨＫ問題でお困
りの方を全力でサ
ポートさせていた
だきます。

住所：天童市鎌田本町二丁目６番３０号
Tel：654−5636

６ 笹
ささ
原
はら
　隆
たか
義
よし
38歳

無所属（２回）
市議会議員

未来に引き継ぐ責
任世代として、こ
れからも一生懸命
頑張ります！	

住所：天童市東長岡三丁目６番１２号
Tel：655−4744

１0 渡
わた
辺
なべ
　博
ひろ
司
し
６７歳

無所属（２回）
市議会議員

市民のご意見を市
政に届けることを
第一に考え、全力
で頑張ります。

住所：天童市大字高擶北２１９３番地
Tel：655−2737

３ 野
の
口
ぐち
さつき 60歳
公明党（１回）
市議会議員

小さな声を聴く力
で、福祉の充実。
笑顔輝くまちづく
りに挑戦。

住所：天童市大字山元９７９番地の１
Tel：654−3880

７ 三
み
宅
やけ
　和
かず
広
ひろ
58歳

無所属（２回）
市議会議員

だれもが、いきい
き暮らせるまちづ
くり。これからも
がんばります。

住所：天童市乱川二丁目２番３１号
Tel：653−3573

1１ 武
たけ
田
だ
　正

しょう
二
じ
６１歳

無所属（３回）
市議会議員

さらに災害に強い
まちづくり。農業・
商業振興と高齢者
対策に粉骨砕身。

住所：天童市北久野本二丁目２番８号
Tel：653−6540

４ 古
ふる
澤
さわ
　義
よし
弘
ひろ
61歳

無所属（１回）
自営業

市民が主役。健
康、元気なふる里
づくりに全力で頑
張ります。

住所：天童市駅西二丁目７番２７号
Tel：654−3533

８ 遠
えん
藤
どう
　喜
よし
昭
あき
６２歳

無所属（２回）
農業

確かな未来が築け
るよう「ふるさと
創り」に全力で取
り組みます。

住所：天童市大字貫津６３番地
Tel：653−7870

12 水
み
戸
と
　芳
よし
美
み
６３歳

無所属（３回）
市議会議員

Ｉ♥ＴＥＮＤＯ
（私は天童が好き
です）元気な天童
の未来のために。

住所：天童市大字山口２０５６番地
Tel：656−2496

紹
介
事
項
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９月２２日の天童市議会議員選挙で当選した２２人の　議員です。
市民のみなさんと共に、明るく住みよい、生きが　いの持てるまちづくりのために頑張ります。

新議員２２人を 紹介します
13 遠

えん
藤
どう
　敬
けい
知
とも
６５歳

無所属（３回）
市議会議員

ぶれずに市民目線
を貫き、次代に誇
れる天童創造に全
力を尽くします。

住所：天童市大字高擶南４９番地の１
Tel：655−3261

17 山
やま
口
ぐち
　桂
けい
子
こ
５７歳

無所属（５回）
薬剤師

健康で安心なまち
づくりのため、女
性目線を活かし誠
実に行動します。

住所：天童市東芳賀一丁目１２番３４号
Tel：665−0793

１９ 鈴
すず
木
き
　照

しょう
一
いち
５１歳

無所属（７回）
市議会議員

「オモイ」を「カ
タチ」に。
これからも粘り強
く取り組みます。

住所：天童市老野森二丁目７番１１号
Tel：653−8168

14 村
むら
山
やま
　俊
とし
雄
お
７２歳

無所属（４回）
農業

愛するふるさと、
住みよいふるさと
づくりに邁進しま
す。

住所：天童市大字山口６６６番地
Tel：656−2374

２２ 山
やま
崎
ざき
　　諭

さとし
７０歳

無所属（６回）
農業

安全、安心。地域
格差の無い住みよ
いまちづくりに頑
張ります。

住所：天童市大字蔵増甲１０６７番地
Tel：653−8255

２０ 水
み
戸
と
　　保

たもつ
６８歳

無所属（７回）
農業

市民の皆さまと同
じ目線で、あなた
の声を市政にお届
けいたします。

住所：天童市大字奈良沢乙１３番地
Tel：653−7767

15 狩
か
野
の
　佳
よし
和
かず
５４歳

立憲民主党（４回）
市議会議員

市民の安全・安心、
福祉の向上が第
一。誰もが活躍す
る天童をつくる。

住所：天童市田鶴町四丁目１４番１７号
Tel：653−6843

1８ 石
いし
垣
がき
　昭

しょう
一
いち
７０歳

日本共産党（６回）
農業

命とくらし、農業
を守り安心して暮
らせるまちづくり
に力を尽くします。

住所：天童市大字寺津１５８番地
Tel：653−3715

２１ 伊
い
藤
とう
　和
かず
子
こ
７１歳

日本共産党（９回）
市議会議員

常に市民の立場で
判断し、福祉の充
実、防災まちづく
りに頑張ります。

住所：天童市東本町二丁目４番１１号
Tel：653−5196

16 松
まつ
田
だ
　光
みつ
也
や
	６７歳

無所属（４回）
自営業

安心・健康・にぎ
わいのあるまちづ
くりに、全力で頑
張ります。

住所：天童市大字高木９２９番地
Tel：654−5635

新議員の年齢構成と当選回数
年齢構成 当選回数

年　齢 人数（うち女性）
　～３９ ２

４０～４９ ０

５０～５９ ６（１）

６０～６９ １０（１）

７０～　 ４（１）

平　均 ６０．3歳

回　数 人数（うち女性）
１ ４（１）
２ ６
３ ３
４ ３
５ １（１）
６ ２
７ ２
８ ０
９ １（１）
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初議会（第4回臨時会）
改選後、初の臨時会を開催

議　長　山崎　諭
副議長　水戸芳美

  を選出
▲各会派の立ち会いによる開票作業

議
　
長

副
議
長

山
崎　
　
諭

水
戸　
芳
美

市民が議会に何を求めてい
るのかを念頭に置きながら
頑張っていきます。

議長を補佐し、市民の代表
として市政運営の監視と適
切な議会運営に努めます。

就任のあいさつ

　
１０
月
８
日
に
開
会
し
た
改
選
後
の
初
議
会
に
お
い
て
、
投
票
に
よ

る
選
挙
を
行
い
、
議
長
、
副
議
長
を
選
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１０
月

１１
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
常
任
委
員
会
委
員
等
を
は
じ
め
、
議
会

選
出
監
査
委
員
や
各
種
委
員
等
の
選
任
を
行
い
、
新
し
い
議
会
の
構

成
が
決
定
し
ま
し
た
。

■
議
長
選
挙
の
投
票
結
果　
■
副
議
長
選
挙
の
投
票
結
果

山
崎　
諭�

１５
票

伊
藤
和
子�

２
票

水
戸　
保�

１
票

狩
野
佳
和�

１
票

無 

効 

票�

３
票

水
戸
芳
美�

１５
票

石
垣
昭
一�

２
票

佐
藤
俊
弥�

１
票

無 

効 

票�

４
票

◎印　委員長
○印　副委員長委 員 会 の 構 成

常
　
任
　
委
　
員
　
会

総務教育常任委員会
７人

◎鈴木　照一　○熊澤　光吏
　伊藤　和子　　村山　俊雄　　水戸　芳美
　遠藤　喜昭　　五十嵐浩之

環境福祉常任委員会
７人

◎武田　正二　○渡辺　博司　
　水戸　　保　　石垣　昭一　　松田　光也
　野口さつき　　佐藤　孝一

経済建設常任委員会
７人

◎山口　桂子　○三宅　和広
　狩野　佳和　　遠藤　敬知　　佐藤　俊弥
　笹原　隆義　　古澤　義弘

議 会 運 営 委 員 会
７人

◎遠藤　敬知　○武田　正二
　水戸　　保　　鈴木　照一　　石垣　昭一
　三宅　和広　　笹原　隆義

広 報 委 員 会
６人

◎三宅　和広　○伊藤　和子
　佐藤　俊弥　　笹原　隆義　　古澤　義弘　　佐藤　孝一

令和元年11月1日発行 4



議会選出の委員・組合議員 会 派 の 構 成

天童市議会の構成

議会

常任委員会

特別委員会

議会運営委員会

総務教育常任委員会 総務部、会計課、消防本部、教育委員会等を所管・審査
健康福祉部、市民部、市民病院を所管・審査
経済部、建設部、上下水道事業所、農業委員会を所管・審査

各会派から選出された委員で構成し、会期の決定、議案の取り扱い、
その他議会運営に関すること等について協議する。
予算についての審査
決算についての審査
議会内部の問題として意思疎通等を図る必要があると認めた場合、議
長が招集し、議員全員で協議する。
市議会だよりの発行、ホームページ等の議会の広報に関する必要事項を協議する。
各会派の代表者で構成し、各会派間の意見の調整、連絡、協議等の必
要があると認められる場合、議長が招集する。

環境福祉常任委員会
経済建設常任委員会

予算特別委員会
決算特別委員会
全 員 協 議 会
広 報 委 員 会
各派代表者会

諸　会　議

天 童 市 監 査 委 員 村山　俊雄

東 根 市 外 二 市 一 町
共立衛生処理組合議会議員

遠藤　敬知　　　遠藤　喜昭
佐藤　孝一

天 童 市 都 市 計 画
審 議 会 委 員

石垣　昭一　　　山口　桂子
遠藤　敬知　　　武田　正二
熊澤　光吏　　　古澤　義弘

乱川河川改修促進
期 成 同 盟 会 委 員

山崎　　諭　　　松田　光也
村山　俊雄　　　水戸　芳美
武田　正二　　　三宅　和広

天童東根村山線整備
促進期成同盟会委員

山崎　　諭　　　山口　桂子
村山　俊雄　　　水戸　芳美

田 井 橋 再 架 促 進
期 成 同 盟 会 委 員

山崎　　諭　　　山口　桂子
松田　光也

　政策を中心に同一の理念を共有する議員
が集まって作る団体を会派といいます。本
市議会では、規定により、２人以上の議員
で結成することになっています。会派の構
成は、次のとおりです。

※�会派に属さない議員：山崎諭（議長）、松田
光也、狩野佳和、野口さつき、五十嵐浩之

※�議長は、申し合わせにより、任期中に限り、
会派から離脱しています。

各 種 委 員 等 の 選 挙
　天童市選挙管理委員及び同補充員は、地方自治法第１８２条第１項及び第２項により、議
会においてこれを選挙することになっています。財産区管理委員は、天童市財産区管理会条
例第４条第１項により、議会においてこれを選挙することになっています。
委　員　等　の　名　称 人数 委　　　　　員　　　　　名

選 挙 管 理 委 員 会 委 員 4 水戸部光昭　　　五十嵐雪子　　　飯田　　豊　　　東海林喜久子
 （原　町）　　　　（蔵　増）　　　　（北　目）　　　　（本　町）

選 挙 管 理 委 員 会 補 充 員 4 森谷　智昭　　　奥山歌代子　　　森山　美典　　　矢野美佐子
（鎌田本町）　　　 （成　生）　　　　（蔵　増）　　　　（交り江）

干布地区財産区管理委員 7 水戸　武雄　　　水戸　　保　　　荘司　章彦　　　奥山　德夫
工藤　昭男　　　佐藤　昭悟　　　石山　光昭

高擶地区財産区管理委員 7 土屋　健吾　　　淺井　健一　　　佐藤圭一郎　　　高橋　克巳
瀬野　弘一　　　長岡　　繁　　　高橋　俊昭

大字高擶有財産区管理委員 7 淺井　健一　　　岡崎　俊雄　　　齋藤　浩一　　　遠藤　宏一
遠藤　敬知　　　渡辺　博司　　　齋藤　育彦

大字荒谷有財産区管理委員 7 村形　仁秀　　　佐藤　勝昭　　　新関　秀一　　　片菊　和夫
佐藤　　孝　　　東海林　勲　　　佐藤　邦雄

会　　　 派 議　員　氏　名

清　新　会

水　戸　　　保　　　鈴　木　照　一
山　口　桂　子　　　村　山　俊　雄
遠　藤　敬　知　　　水　戸　芳　美
武　田　正　二　　　佐　藤　俊　弥
古　澤　義　弘　　　佐　藤　孝　一

て ん ど う
創 生 の 会

渡　辺　博　司　　　遠　藤　喜　昭
三　宅　和　広　　　笹　原　隆　義
熊　澤　光　吏

日本共産党
天童市議団 伊　藤　和　子　　　石　垣　昭　一
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９ 月 定 例 会

教えて っすケケロロ

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、８月２３日・２６日の２日間
の日程で、８人の議員が行いました。
　総合的な若者支援をはじめ、障がい者支援、市有施
設でのネーミングライツ（命名権）などについて、市
長や教育長等の見解を求めました。
※　議員の原稿をそのまま掲載しています。

　令和元年度第３回市議会定例会（９月定例会）
は、８月２１日から９月６日までの１７日間の会期
で開かれました。
　市長提出の人事案件１件については初日の本
会議で採決が行われました。そのほか、平成３０
年度決算議案１１件、令和元年度一般会計補正予
算をはじめとする予算議案８件及び条例議案等
１１件については、決算特別委員会、予算特別委
員会及び所管常任委員会に付託され、最終日の
本会議に採決が行われました。
　また、本会議最終日に専決処分の報告１件と
予算議案１件が提出され採決が行われました。
（採決結果は１１ページに掲載してあります。）

審　査　日　程
月　日 内　　容

８／２１（水） 本会議（会期の決定、提案理由の説明、予
　　　　算特別委員会の設置など）

８／２３（金）
８／２６（月） 本会議（市政に関する一般質問）

８／２７（火） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

８／２８（水） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）
８／２９（木）
８／３０（金）
９／２（月）

決算特別委員会（付託案件の審査）

９／３（火） 決算特別委員会（付託案件の審査、討論、表決）
９／４（水） 予算特別委員会（付託案件の審査、討論、表決）
９／６（金） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

石
垣
昭
一 

議
員

＊‌�

寺
津
地
区
に
お
け
る
住
宅
団

地
の
整
備
に
つ
い
て

伊
藤
和
子 

議
員

＊‌�

市
民
墓
地
に
共
同
墓
地
の
設

置
を

＊‌�
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
に
向

け
た
世
界
の
流
れ
に
、
天
童

市
も
積
極
的
な
働
き
か
け
を

鈴
木
照
一 

議
員

＊‌�

総
合
的
な
若
者
支
援
を

＊‌�

民
法
改
正
と
新
成
人
を
祝
う

会
に
つ
い
て

熊
澤
光
吏 

議
員

＊�

交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
の

対
策
に
つ
い
て

笹
原
隆
義 

議
員

＊‌�

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い

て
＊‌�

災
害
対
策
に
つ
い
て

三
宅
和
広 

議
員

＊‌�

市
有
施
設
で
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

　
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）
事
業
及

　
び
有
料
広
告
事
業
に
つ
い
て

遠
藤
喜
昭 

議
員

＊‌�

本
市
の
史
実
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
に

後
藤
和
信 

議
員

＊‌�

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

＊‌�

ピ
ロ
リ
菌
の
対
策
に
つ
い
て

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

★
清
新
会

★
て
ん
ど
う
創
生
の
会

★
政
和
会

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

一般質問って何ですか。Ｑ
Ａ 議員個人の立場から、市長等に対し、市政
全般について質問することをいいます。
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歩
兵

歩
兵

銀
将

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車

飛
車

金
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金

馬

馬

馬

一 般 質 問

寺
津
地
区
の
住
宅
団
地
整
備
を

ど
う
進
め
る
の
か
再
度
伺
う

　
６
月
定
例
議
会
で
は
、
事
業

計
画
の
見
直
し
を
含
め
、
寺
津

地
区
の
住
宅
団
地
整
備
の
可
能

性
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を

進
め
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
寺
津
地
区
振
興

会
議
役
員
と
の
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
、
一
定
の
方
向
が
示
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
後
の

具
体
的
な
進
捗
が
ど
う
図
ら
れ

る
の
か
。
地
区
住
民
の
不
安
を

払
拭
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
な

い
。

　
ま
た
、
寺
津
地
域
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
で
、
軟
弱
地
盤
対
策

に
よ
る
事
業
費
の
増
加
と
埋
蔵

文
化
財
の
発
掘
調
査
に
要
す
る

経
費
の
増
大
を
挙
げ
、
定
住
対

策
と
し
て
、
空
き
家
の
敷
地
を

活
用
し
た
分
譲
を
、
県
住
ま
い

ま
ち
づ
く
り
公
社
に
委
託
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
空
き
家
対

策
だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願

い
し
た
い
。

　
空
き
家
活
用
の
分
譲
事
業
と

住
宅
団
地
整
備
を
同
時
に
進
め

る
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
を
ど
う
進
め
る
の
か
伺

い
た
い
。

山
本
市
長　
寺
津
地
区
に
お
け

る
住
宅
団
地
整
備
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
事
業
の
方
向
性
を

探
る
た
め
、
地
元
の
役
員
の

方
々
と
直
接
意
見
交
換
を
行

い
、
ま
ず
は
、
社
会
的
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
空
き
家
の
土
地

を
活
用
し
た
宅
地
分
譲
を
新
た

な
事
業
と
し
て
取
り
組
み
、
住

宅
団
地
整
備
に
つ
い
て
は
、
他

の
候
補
地
も
含
め
た
上
で
、
引

き
続
き
検
討
を
進
め
る
こ
と

で
、
一
定
の
理
解
を
得
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。
寺
津
地
域
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
で
も
同
様
の

説
明
を
し
た
。

　
住
宅
団
地
整
備
の
新
た
な
候

補
地
に
つ
い
て
は
、
関
係
法
令

に
よ
る
規
制
内
容
を
確
認
し
な

が
ら
、
事
業
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　
ま
ず
は
、
空
き
家
の
土
地
を

活
用
し
た
宅
地
分
譲
を
進
め
、

そ
の
推
移
を
見
極
め
な
が
ら
、

住
宅
団
地
の
整
備
の
内
容
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

石い
し

垣が
き

昭し
ょ
う

一い
ち

議
員

市
民
要
求
の
あ
る

共
同
墓
地
建
設
の
考
え
は

　
少
子
化
や
核
家
族
化
で
お
墓

の
維
持
や
管
理
が
難
し
い
と

か
、
後
継
ぎ
が
い
な
い
な
ど
か

ら
、
市
民
墓
地
に
共
同
墓
地
を

作
っ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
聞
か

れ
る
。
高
齢
世
帯
や
生
活
困
窮

世
帯
か
ら
は
墓
地
や
墓
石
の
購

入
費
が
大
き
く
、
経
済
的
に
負

担
で
き
な
い
と
の
声
も
あ
る
。

市
民
墓
地
建
設
当
時
か
ら
出
て

お
り
、
検
討
す
る
と
答
弁
し
て

い
る
が
検
討
内
容
と
今
後
の
見

通
し
は
。

山
本
市
長　
共
同
墓
地
の
整
備

に
つ
い
て
は
平
成
２８
年
度
に
先

進
自
治
体
の
千
葉
県
市
川
市
と

神
奈
川
県
横
浜
市
へ
視
察
を

行
っ
た
。
両
市
と
も
墓
地
不
足

と
一
般
墓
地
の
無
縁
化
が
課
題

で
共
同
墓
地
を
整
備
し
て
い

た
。
県
内
・
市
内
の
寺
院
や
民

間
事
業
者
の
状
況
を
調
査
し
た

が
、
多
様
な
形
態
の
共
同
墓
地

が
提
供
さ
れ
て
い
た
。

　
本
市
で
は
、
貸
し
出
し
可
能

な
市
民
墓
地
の
区
画
が
十
分
に

あ
り
、
墓
地
不
足
や
無
縁
化
が

生
じ
て
い
な
い
こ
と
や
、
寺
院

や
民
間
事
業
者
が
提
供
す
る
共

同
墓
地
が
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
、
現
在
の
と
こ
ろ
共
同
墓
地

の
整
備
は
行
わ
な
い
。
他
自
治

体
の
動
向
や
寺
院
な
ど
の
状
況

等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
よ
り
良
い

市
民
墓
地
を
目
指
し
た
い
。

非
核
平
和
宣
言
都
市
と
し
て

積
極
的
に
平
和
事
業
を

　
世
界
は
核
兵
器
禁
止
条
約
発

効
に
向
け
動
き
出
し
て
い
る

が
、
唯
一
の
被
爆
国
日
本
は
背

を
向
け
て
い
る
。

　
天
童
市
は
２
０
０
０
年
に
非

核
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
来
年

で
２０
年
目
と
な
る
た
め
、
記
念

事
業
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い

か
。

山
本
市
長　
核
兵
器
廃
止
の
取

り
組
み
は
国
の
動
向
を
注
視
し

て
い
る
立
場
に
あ
る
。
幅
広
い

世
代
に
戦
争
の
記
憶
を
つ
な
い

で
い
く
た
め
に
も
市
民
主
導
型

の
活
動
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
が

重
要
だ
。
市
民
団
体
で
は
長
年

に
わ
た
り
非
核
平
和
都
市
推
進

事
業
を
継
続
し
て
い
る
。
単
発

の
事
業
よ
り
も
、
さ
ら
に
裾
野

を
広
げ
る
活
動
の
た
め
の
展
望

や
要
望
等
を
伺
っ
て
い
き
た
い
。

伊い

藤と
う

和か
ず

子こ

議
員

てんどう市議会だより №1667
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一 般 質 問

総
合
的
な
若
者
支
援

切
れ
目
の
な
い
支
援
を

　
自
立
に
不
安
の
あ
る
若
者
へ

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
と

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。
８
０

５
０
問
題
、
就
職
氷
河
期
世
代

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ダ
ブ
ル
ケ

ア
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

山
本
市
長　

ひ
き
こ
も
り
や

ニ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
若
者
等
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
原
因
や

現
在
の
状
況
、
抱
え
て
い
る
問

題
に
応
じ
て
、
山
形
保
健
所
が

主
と
な
り
、
市
健
康
課
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
内
の
天
童
市
生

活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

連
携
し
て
、
相
談
業
務
に
当

た
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
複
合
的
な
問
題
を
抱

え
る
場
合
も
多
く
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
３０
年
度
に
市
社

会
福
祉
協
議
会
内
に
天
童
市
多

機
関
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
、
問
題
の
分
析
や
解
決
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
齢
の
親
と
中
年
の

ひ
き
こ
も
り
者
が
同
居
す
る
８

０
５
０
問
題
や
子
育
て
と
親
の

介
護
が
同
時
期
に
訪
れ
る
ダ
ブ

ル
ケ
ア
な
ど
の
複
合
的
な
問
題

を
抱
え
る
場
合
に
も
相
談
し
て

い
た
だ
き
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な

相
談
窓
口
を
広
く
周
知
し
問
題

を
抱
え
る
方
を
支
援
し
て
い
く
。

森
谷
経
済
部
長　
就
職
氷
河
期

世
代
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
国
の
方
で
も
予

算
を
措
置
し
、
公
共
職
業
安
定

所
に
お
け
る
相
談
体
制
を
充
実

さ
せ
る
と
い
う
情
報
を
得
て
お

り
、
市
と
し
て
も
協
力
は
惜
し

ま
な
い
予
定
で
あ
る
。

民
法
改
正
と

新
成
人
を
祝
う
会

　
民
法
改
正
に
よ
り
成
年
年
齢

が
２０
歳
か
ら
１８
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
。
関
係
者
の
不

安
を
払
拭
し
、
係
る
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
に
も
、
天

童
市
と
し
て
の
新
成
人
を
祝
う

会
の
開
催
方
針
を
早
急
に
示
す

べ
き
で
は
。

相
澤
教
育
長　
対
象
年
齢
を
１８

歳
と
し
、
今
と
同
じ
時
期
に
行

え
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
想

定
さ
れ
る
。

　
関
係
者
の
皆
様
を
混
乱
さ
せ

な
い
よ
う
、
な
る
べ
く
早
い
時

期
に
方
針
を
決
定
し
た
い
。

交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
の

対
策
を

　
本
年
上
半
期
の
交
通
事
故
発

生
率
が
、
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
位

で
あ
り
負
傷
者
も
多
く
、
交
通

事
故
を
な
く
す
対
策
を
最
重
要

課
題
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

　
痛
ま
し
い
死
亡
事
故
を
は
じ

め
、
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
話
題

に
な
っ
て
い
る
あ
お
り
運
転
な

ど
の
迷
惑
行
為
も
多
発
し
て
お

り
、
事
故
を
な
く
す
た
め
の
効

果
的
な
啓
発
を
行
う
に
は
、
よ

り
具
体
的
な
事
故
発
生
件
数
や

箇
所
な
ど
を
し
っ
か
り
と
市
民

へ
周
知
す
る
と
と
も
に
、
チ
ラ

シ
や
市
報
以
外
に
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

速
報
メ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
て
情

報
を
配
信
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
市
民
が
情
報
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
す
べ
き
で
は
。

山
本
市
長　
市
民
が
安
心
し
て

住
め
る
よ
う
な
道
路
環
境
を
整

備
す
る
上
で
、
啓
発
も
含
め

て
、
具
体
的
な
道
路
整
備
の
仕

方
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
進

め
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
本
市
は
交
通
の
要
衝
で
あ

る
た
め
、
市
外
の
方
も
事
故
を

起
こ
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

そ
れ
も
含
め
た
交
通
安
全
の
指

導
方
法
を
研
究
す
る
必
要
が
あ

る
。
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め

に
も
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
交
通

安
全
対
策
を
進
め
て
行
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

松
浦
市
民
部
長　
本
市
の
交
通

事
故
の
特
徴
と
し
て
、
約
７５
㌫

が
追
突
事
故
と
出
合
い
頭
の
事

故
で
あ
り
、
原
因
は
前
方
不
注

意
、
あ
る
い
は
安
全
不
確
認
な

ど
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い

る
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る
基
本

的
な
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な
い
た

め
に
、
事
故
が
起
き
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
交
通
安
全
の
啓
発

は
、
家
族
や
地
域
ぐ
る
み
で
常

に
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
な
の

で
、
今
後
と
も
交
通
安
全
協

会
、
警
察
な
ど
と
連
携
・
協
力

し
、
市
民
へ
の
啓
発
に
努
め
た

い
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
を
活

用
し
て
計
画
的
に
啓
発
が
で
き

る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

熊く
ま

澤ざ
わ

光ひ
か

吏り

議
員

鈴す
ず

木き

照し
ょ
う

一い
ち

議
員
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一 般 質 問

病
児
・
病
後
児
保
育
の

充
実
を

　
病
気
の
流
行
期
に
本
市
の
病

児
・
病
後
児
保
育
施
設
で
受
入

れ
を
断
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

が
あ
る
。
本
市
の
病
児
・
病
後

児
保
育
の
必
要
性
や
増
設
に
つ

い
て
伺
う
。
施
設
の
充
実
・
拡

充
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
既
存
施

設
相
互
の
受
入
れ
体
制
を
整

え
、
空
い
て
い
る
施
設
に
お
願

い
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。
ま
た
、
本
市
に
病
児
・
病

後
児
保
育
施
設
が
あ
る
こ
と
が

市
民
に
知
ら
れ
て
い
な
い
状
況

も
あ
る
の
で
、
積
極
的
に
周
知

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
現
在
、
市
内
に
は

２
カ
所
の
病
後
児
保
育
施
設
が

あ
る
が
、
さ
ら
に
令
和
２
年
４

月
か
ら
、
民
間
施
設
に
お
い
て

病
児
・
病
後
児
保
育
が
新
た
に

実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
今

後
も
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
見
極

め
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

桃
園
健
康
福
祉
部
長　
複
数
の

施
設
で
連
携
し
て
病
児
・
病
後

児
の
相
互
受
入
れ
体
制
が
で
き

れ
ば
大
変
好
ま
し
い
。
今
後
検

討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
保
育
所
等
を
経
由
し

て
各
家
庭
に
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
な
ど
、一
層
周
知
に
努
め
る
。

防
災
に
対
す
る
市
民
の

意
識
向
上
へ

　

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め

に
、
行
政
な
ど
の
救
助
活
動
で

あ
る
公
助
だ
け
で
な
く
、
地
域

で
助
け
合
う
共
助
、
自
分
で
守

る
自
助
の
考
え
が
重
要
で
あ

る
。
市
民
へ
の
意
識
づ
け
と
し

て
本
市
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
容
器
の
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
は
軽
量
で
残
量
を
確
認

で
き
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
多
い

が
自
主
防
災
会
へ
の
資
材
提
案

な
ど
で
き
な
い
か
。

山
本
市
長　
避
難
情
報
チ
ラ
シ

の
全
戸
配
布
、
市
報
・
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
防
災

訓
練
・
研
修
の
支
援
や
防
災
士

の
養
成
も
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

遠
藤
総
務
部
長　
市
内
業
者
が

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
取
り

扱
っ
て
い
る
か
把
握
し
て
、
入

手
可
能
な
ら
自
主
防
災
会
等
に

情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

市
有
施
設
で
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

事
業
を
実
施
し
て
は
ど
う
か

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名

権
）
と
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文

化
施
設
な
ど
に
名
前
を
付
け
る

権
利
で
あ
る
。
施
設
の
管
理
者

は
収
入
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
購
入
す

る
企
業
に
と
っ
て
は
、
利
用
者

に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
名
称
が

取
り
上
げ
ら
れ
宣
伝
効
果
が
見

込
ま
れ
る
。
ま
た
、
社
会
貢
献

と
捉
え
る
企
業
も
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
実
施
可
能

な
施
設
が
あ
る
と
思
う
が
、
市

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
利
用
者
が
ど
こ
の

施
設
な
の
か
戸
惑
っ
て
し
ま
わ

な
い
か
、
ま
た
、
名
称
が
変
わ

る
た
び
に
看
板
や
印
刷
物
を
変

更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら

れ
る
。
利
用
者
に
対
し
て
の
分

か
り
や
す
さ
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
す
る
と
、
現
在
の
名
称
で

の
運
営
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

市
有
施
設
等
で
有
料
広

告
を
実
施
し
て
は

　
市
が
発
行
す
る
印
刷
物
に
民

間
企
業
の
広
告
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
て
料
金
を
徴
収
し
た
り
、
多

く
の
市
民
が
利
用
す
る
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
野
球
場
な
ど
の
市

有
施
設
に
有
料
広
告
を
出
す
取

り
組
み
を
多
く
の
自
治
体
で
実

施
し
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
実
施
が
可

能
な
も
の
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
財
政
的
な
市
の
負

担
軽
減
が
図
ら
れ
る
と
同
時

に
、
協
賛
企
業
の
宣
伝
効
果
が

得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

事
業
者
か
ら
新
た
な
提
案
が

あ
っ
た
場
合
に
、
導
入
が
可
能

な
も
の
に
つ
い
て
は
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

遠
藤
総
務
部
長　
野
球
場
フ
ェ

ン
ス
の
広
告
掲
載
に
つ
い
て
は

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
考
え
ら
れ

る
の
で
、
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
。

笹さ
さ

原は
ら

隆た
か

義よ
し

議
員

三み

宅や
け

和か
ず

広ひ
ろ

議
員

ネーミングライツを実施
している県内の施設
荘銀タクト鶴岡

ＮＤソフトスタジアム山形

荘内銀行・日新製薬
スタジアム山形

きらやかスタジアム

シェルターなんようホール

てんどう市議会だより №1669
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本
市
の
歴
史
を
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
に

　
こ
れ
ま
で
本
市
の
発
展
に
関

わ
っ
て
き
た
先
人
の
労
苦
を
知

る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
役
立
つ
も
の
で
あ

り
、
史
実
を
し
っ
か
り
記
録
し

後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
同
時
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
社
会
に
あ
っ
て
、
若
い

人
達
も
簡
単
に
本
市
の
史
実
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
本
市
の
戦
後
の
記

録
は
、
市
制
施
行
５０
周
年
を
記

念
し
て
発
刊
さ
れ
て
お
り
、
市

立
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
。
市

史
編
さ
ん
の
資
料
は
約
３
０
０

箱
と
膨
大
で
あ
り
、
資
料
を
電

子
化
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

古
民
家
等
歴
史
的
建
造
物

を
維
持
し
て
い
く
べ
き

　
市
内
に
は
、
戦
前
ま
で
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
元
庄
屋
等
の

建
造
物
が
点
在
し
て
お
り
、
将

来
空
き
家
に
な
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
当
時
の
卓
越
し
た
技

術
や
工
夫
、
使
用
さ
れ
た
材
料

な
ど
大
変
貴
重
な
も
の
が
多

く
、
残
さ
れ
て
い
る
資
料
も
含

め
保
存
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

相
澤
教
育
長　

本
市
に
は
、

国
・
県
及
び
市
に
指
定
さ
れ
て

い
る
文
化
財
が
１
１
１
件
あ
り
、

そ
れ
以
外
に
も
貴
重
な
建
造
物

や
資
料
な
ど
が
点
在
し
て
お

り
、
歴
史
的
価
値
の
あ
る
も
の

は
後
世
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。
本
市
の

文
化
財
に
関
す
る
諮
問
機
関
で

あ
る
天
童
市
文
化
財
保
護
審
議

会
に
お
い
て
審
議
し
て
い
た
だ

き
、
歴
史
的
価
値
が
あ
る
と
判

断
さ
れ
た
も
の
は
市
の
文
化
財

に
指
定
し
支
援
し
て
い
き
た
い
。

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は

多
く
の
時
間
と
労
力
が
見
込
ま

れ
、
現
段
階
で
は
歴
史
資
料
を

大
切
に
整
理
・
保
管
す
る
こ
と

で
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

妥
当
と
考
え
て
い
る
。

　
市
立
図
書
館
の
歴
史
相
談
室

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
本
市
の

歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年

度
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

に
記
録
し
た
市
内
旧
家
の
古
文

書
の
内
容
を
電
子
化
し
て
保
管

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

障
が
い
者
の
就
労
支
援

　
市
内
に
は
身
体
、
知
的
、
精

神
の
障
が
い
の
あ
る
方
が
約
３

４
０
０
人
い
る
。
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
も
相
当
数
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
親
と
一

緒
に
生
活
し
て
い
る
う
ち
は
よ

い
が
、
将
来
自
立
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
が
必
ず
来
る
。

　
市
に
は
障
が
い
者
の
就
労
施

設
が
現
在
１
カ
所
の
み
で
あ

り
、
３５
年
以
上
新
た
な
就
労
施

設
の
設
置
が
進
ん
で
い
な
い
。

市
外
の
施
設
に
通
い
な
が
ら
生

活
し
て
い
る
方
も
多
い
。
福
祉

法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
力
を
借

り
て
早
急
に
設
置
す
る
考
え
は

な
い
の
か
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
市
内
の
就
労
継
続

支
援
事
業
所
を
２６
人
、
市
外
の

事
業
所
を
３６
人
利
用
し
て
い

る
。
市
外
に
通
所
す
る
場
合
は

送
迎
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
可
能
で

あ
る
。
多
様
な
仕
事
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
障
が
い
者
と
事
業
所

と
の
調
整
は
相
談
支
援
事
業
所

等
が
担
っ
て
い
る
。
県
や
公
共

職
業
安
定
所
等
と
の
連
携
も
実

施
し
て
い
る
。
法
人
等
に
、
市

内
に
事
業
所
の
開
設
を
促
す
と

と
も
に
、
市
内
で
事
業
所
を
開

設
す
る
場
合
は
支
援
し
て
い
く
。

ピ
ロ
リ
菌
の
対
策

　
昨
年
度
に
初
め
て
中
学
２
年

生
で
の
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検
査
が

実
施
さ
れ
た
。
対
象
者
が
５
４

６
人
で
受
診
し
た
生
徒
が
４
５

０
人
。
そ
の
中
で
陽
性
者
が
３０

人
、
偽
陰
性
者
が
９０
人
と
思
い

の
ほ
か
多
か
っ
た
と
思
う
。
保

護
者
か
ら
の
感
染
が
疑
わ
れ
る

が
予
防
策
と
今
後
の
治
療
体
制

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
生
後
４
カ
月
か
ら

８
カ
月
の
間
に
保
護
者
が
食
べ

物
を
噛
ん
で
子
ど
も
に
与
え
る

こ
と
が
感
染
の
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
い
る
。
保
護
者
等
に
知

識
の
普
及
を
図
る
こ
と
で
感
染

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　
陽
性
者
や
偽
陰
性
者
に
つ
い

て
は
中
学
校
在
学
中
に
検
査
・

除
菌
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
。
ま
た
、
昨
年
検
査
を
受
け

な
か
っ
た
方
は
、
こ
の
助
成
制

度
の
対
象
に
な
ら
な
い
た
め
自

己
負
担
で
受
け
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
。

遠え
ん

藤ど
う

喜よ
し

昭あ
き

議
員

後ご

藤と
う

和か
ず

信の
ぶ

議
員

一 般 質 問
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認第７号 平成３０年度天童市後期高齢者医療特
別会計決算

認　定
（全会一致）

認第８号 平成３０年度天童市工業団地整備事業
特別会計決算

認　定
（全会一致）

認第９号 平成３０年度天童市民病院事業会計決算 認　定
（全会一致）

議第２０号 平成３０年度天童市水道事業会計利益
の処分及び決算の認定について

原案可決
及び認定

（全会一致）

議第２１号 平成３０年度天童市公共下水道事業会計
利益の処分並びに決算の認定について

原案可決
及び認定

（全会一致）

議第２２号 令和元年度天童市一般会計補正予算
（第５号）

原案可決
（全会一致）

議第２３号 令和元年度天童市国民健康保険特別
会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２４号 令和元年度天童市用地買収特別会計
補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２５号 令和元年度天童市財産区特別会計補
正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２６号 令和元年度天童市介護保険特別会計
補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第２７号 令和元年度天童市市民墓地特別会計
補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２８号 令和元年度天童市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２９号 令和元年度天童市工業団地整備事業
特別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３０号 天童市印鑑の登録及び証明に関する
条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第３１号
地方公務員法及び地方自治法の一部
改正に伴う関係条例の整備に関する
条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第３２号
天童市会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する条例の設定につい
て

原案可決
（全会一致）

議第３３号 天童市一般職の職員の給与に関する
条例等の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第３４号 天童市市税条例等の一部改正について 原案可決
（全会一致）

議第３５号 天童市手数料条例の一部改正について 原案可決
（全会一致）

議第３６号 天童市市民保養施設の設置及び管理
に関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第３７号 天童市児童館設置条例等の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

議第３８号
天童市地区計画の区域内における建
築物の制限に関する条例の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

議第３９号 市町の境界変更について 原案可決
（全会一致）

議第４０号 市町の境界変更に伴う財産処分に関
する協議について

原案可決
（全会一致）

議第４１号 天童市教育委員会委員の任命について 同　意
（全会一致）

議第４２号 令和元年度天童市一般会計補正予算
（第６号）

原案可決
（全会一致）

令和元年度第３回市議会定例会に提出された議案とその結果は次のとおりです。

教育委員会委員の本田孝之氏（長岡北）が、令和元年９
月３０日をもって任期満了になることに伴い、同氏の後任
として新たに大内あゆ子氏（東長岡）を任命することに
同意しました。

教育委員会委員の任命に同意
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教
え
て
っ
す

ケケ
ロロ

実りの秋の中をかけぬけるラ・フランスマラソン

決算特別委員会
一般会計を含む１１件を認定

　平成３０年度一般会計決算をはじめ、７件の特別会計決
算のほか、水道事業会計、公共下水道事業会計、市民病
院事業会計の計１１件が提出され、決算特別委員会に付託
されました。審査の主なものは次のとおりです。

証
明
書
自
動
交
付
機
が

廃
止

委
員　
昨
年
度
の
証
明
書
等
の

交
付
件
数
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

が
３
３
８
件
、
自
動
交
付
機
が

１
万
５
９
０
件
で
あ
り
、
自
動

交
付
機
が
終
了
し
た
こ
と
で
、

窓
口
が
混
雑
し
て
い
な
い
の

か
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は
ど
う
か
。

市
民
課
長　
市
民
カ
ー
ド
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
件

数
に
差
が
あ
る
た
め
、
自
動
交

付
機
廃
止
前
よ
り
混
雑
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
件
数
は
、
平
成
３１
年
３
月
末

で
６
６
６
０
件
で
、
率
に
し
て

１０
・
７
㌫
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

委
員　
ふ
る
さ
と
納
税
で
返
礼

品
を
５
割
か
ら
３
割
に
減
額
し

た
が
、
寄
附
額
と
の
差
し
引
き

は
ど
う
な
っ
た
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室
長　
平

成
２９
年
度
は
７
億
円
ほ
ど
だ
っ

た
が
、
平
成
３０
年
度
は
９
億
２

０
０
０
万
円
ほ
ど
だ
っ
た
。
寄

附
額
は
減
っ
た
が
経
費
も
減

り
、
差
額
は
増
え
た
。

女
性
消
防
職
員
採
用
の

た
め
に

委
員　
消
防
庁
舎
設
備
整
備
工

事
費
２
９
７
０
万
円
の
内
容
は
。

消
防
課
長　
女
性
設
計
士
に
よ

る
女
性
の
視
点
で
女
子
仮
眠

室・倉
庫
改
修
工
事
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
女
性
消
防
職
員

の
採
用
が
可
能
に
な
っ
た
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の

対
応

委
員　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
事
業
で
給
食
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
の
対
応
に
つ
い
て
個
別

面
談
の
内
容
は
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
食
を
希
望
す
る

児
童
、
生
徒
の
保
護
者
と
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
、
学
校
の
三
者

で
面
談
し
、
状
況
を
伺
い
、
対

応
食
の
判
断
を
す
る
。

部
活
動
指
導
員

委
員　
課
外
教
育
充
実
事
業
の

部
活
動
指
導
員
配
置
の
成
果
と

課
題
は
。

学
校
教
育
課
長　
部
活
動
指
導

員
の
配
置
に
よ
り
、
教
員
本
来

の
業
務
で
あ
る
教
材
研
究
や
子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
出
張

や
会
議
の
場
合
も
指
導
員
が
見

守
る
中
で
活
動
で
き
る
の
で
、

安
全
確
保
と
生
徒
指
導
の
充
実

が
図
ら
れ
て
い
る
。

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
マ
ラ
ソ
ン
の

運
営
の
方
向
性
に
つ
い
て

委
員　
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
マ
ラ
ソ

ン
の
参
加
定
員
を
ど
の
よ
う
に

考
え
、
ま
た
、
参
加
者
の
増
加

に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を
ど

う
進
め
る
の
か
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長　

昨
年

は
、
定
員
６
５
０
０
人
の
と
こ

ろ
５
９
５
０
人
が
参
加
し
た
。

今
年
度
の
定
員
は
７
０
０
０
人

を
予
定
し
て
い
る
。
施
設
の
規

模
等
か
ら
７
０
０
０
人
程
度
が

限
度
と
考
え
る
。
今
後
は
参
加

者
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
質
を
高
め
て
い
く
。
ス
タ
ッ

フ
に
つ
い
て
は
、
今
後
は
業
務

の
集
約
や
外
部
委
託
な
ど
も
検

討
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

ト
リ
ム
コ
ー
ス
改
修

委
員　
総
合
体
育
館
の
ト
リ
ム

コ
ー
ス
改
修
費
１
１
３
０
万
８

０
０
０
円
の
工
事
内
容
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
住
民
票
が
と
れ
る
の
？

ＱＡ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
住
民
票
の
写
し

な
ど
の
各
種
証
明
書
が
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
取
得
で
き
ま
す
。

（
暗
証
番
号
を
登
録
し
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
必
要
で
す
。）
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保育士就職ガイダンスの様子

か
ら
４
２
１
人
減
少
し
て
い
る

が
、
そ
の
要
因
は
。

市
民
病
院
事
務
局
次
長　
市
民

病
院
の
近
隣
に
民
間
の
小
児
科

医
院
が
開
業
し
た
こ
と
か
ら
、

小
児
科
の
外
来
患
者
が
減
少
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
各
種
の
加
算
を
積
極
的
に

取
得
し
た
こ
と
に
よ
り
外
来
の

診
療
報
酬
は
前
年
度
よ
り
増
加

し
て
い
る
。

保
育
士
確
保
対
策

委
員　
保
育
士
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
の
成
果
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
参
加
保
育

施
設
等
は
１１
事
業
者
。
新
卒
３７

人
、
既
卒
８
人
の
４５
人
が
参
加

し
、
１３
人
の
採
用
が
決
ま
っ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長　
利
用
者

の
足
腰
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
ト
リ
ム
コ
ー
ス
の
歩
行
部

分
に
ウ
レ
タ
ン
塗
装
工
事
を

行
っ
た
。
工
事
後
は
、
利
用
者

が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
冬
季

に
お
け
る
利
用
者
が
増
加
し
て

い
る
。

カ
ラ
ス
被
害
対
策

委
員　
市
街
地
で
、
カ
ラ
ス
の

追
い
払
い
を
実
施
し
た
内
容
と

そ
の
成
果
は
。

生
活
環
境
課
長　
昨
年
度
、
鷹

匠
に
依
頼
し
、
ハ
リ
ス
ホ
ー
ク

に
よ
る
追
い
払
い
を
５
回
実
施

し
た
。
１０
月
に
実
施
し
た
後

は
、
２
カ
月
ほ
ど
カ
ラ
ス
が
寄

り
付
か
な
く
な
っ
た
。
そ
の

後
、
市
の
北
部
へ
カ
ラ
ス
が
移

動
し
た
た
め
、
２
月
に
北
部
地

域
周
辺
で
追
い
払
い
を
実
施
し

た
結
果
、
カ
ラ
ス
が
そ
れ
以
降

集
ま
ら
な
く
な
っ
た
。
今
年
度

も
引
き
続
き
対
策
を
行
い
た
い
。

市
民
病
院
の
外
来
患
者

減
少

委
員　
外
来
患
者
数
が
前
年
度

平成３０年度 各会計の決算
（単位：万円　単位未満四捨五入）

会　　計　　名 歳　入 歳　出
一 　 般 　 会 　 計 ２６７億２，０８８ ２５２億２，７２３

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 ６７億３，３２９ ６５億９，６４２
用 地 買 収 ２５０　 １００　
財 産 区 １８３　 ９５　
介 護 保 険 ５５億５，８４２ ５３億４，６５６
市 民 墓 地 ７６１　 ２１１　
後期高齢者医療 ６億９，７４４ ６億７，９０５
工業団地整備事業 １８億７２ １７億９，５３３

計 １４８億１８１ １４４億２，１４２
合　　　　計 ４１５億２，２６９ ３９６億４，８６５

水道事業会計　　　　当年度純利益　２億８，８３５万円
市民病院事業会計　　当年度純利益　　　 ５０１万円
公共下水道事業会計　当年度純利益　　 ７，３９１万円

た
。
潜
在
保
育
士
の
掘
り
起
し

に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

福
祉
バ
ス
借
上
げ
の

状
況
は

委
員　
福
祉
バ
ス
は
県
外
に
出

ら
れ
、
高
速
道
路
の
利
用
も
可

能
に
な
っ
た
。
２
台
の
福
祉
バ

ス
に
予
約
が
重
複
し
た
場
合
、

バ
ス
を
借
上
げ
で
対
応
し
た
件

数
と
予
約
の
期
限
は
。

社
会
福
祉
課
長　

県
内
に
１３

件
、
県
外
に
３
件
、
合
わ
せ
て

１６
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。
バ
ス

の
予
約
は
２
カ
月
前
の
初
日
か

ら
３
週
間
前
ま
で
受
け
付
け
て

い
る
。

農
作
物
被
害
対
策
事
業

委
員　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事

業
１
５
２
１
万
５
０
０
０
円
の

成
果
は
。

農
林
課
長　
鳥
獣
害
対
策
実
施

隊（
隊
員
数
６４
人
）
を
設
置
し
、

サ
ル
・
ク
マ
・
イ
ノ
シ
シ
捕
獲

に
よ
る
被
害
地
域
の
駆
除
に
努

め
た
。
ま
た
、
市
単
独
事
業
と

し
て
サ
ル
等
用
電
気
柵
１
４
８

５
㍍
、
イ
ノ
シ
シ
用
電
気
柵
２

６
８
３
㍍
設
置
へ
の
助
成
を
行

い
農
作
物
被
害
へ
の
対
策
を
実

施
し
た
。

地
籍
調
査
事
業

委
員　
地
籍
調
査
事
業
２
９
７

０
万
４
０
０
０
円
の
進
捗
状
況

は
。

農
林
課
長　
平
成
２６
年
か
ら
寺

津
地
区
を
皮
切
り
に
実
施
。
平

成
３０
年
度
ま
で
１
７
９
㌶
で
約

１０
㌫
と
な
っ
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合

支
援
事
業

委
員　
事
業
の
申
請
件
数
、
施

工
業
者
の
市
内
外
ご
と
の
件

数
、
工
事
別
ご
と
の
件
数
は
。

建
設
課
長　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

総
合
支
援
事
業
の
申
請
件
数
は

１
９
２
件
で
、
市
内
施
工
業
者

の
件
数
は
１
２
１
件
、市
外
施
工

業
者
の
件
数
は
７１
件
で
あ
る
。

ま
た
、工
事
別
ご
と
の
件
数
は
、

大
工
工
事
が
９８
件
、管
工
事
が

８６
件
、電
気
工
事
が
９１
件
、塗
装

工
事
が
１
２
６
件
、板
金
工
事

が
９４
件
、左
官
工
事
が
６０
件
、

建
具
工
事
が
１
０
１
件
、
内
装

工
事
が
７２
件
、
仮
設
工
事
が
７４

件
、解
体
工
事
が
６１
件
で
あ
る
。
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大好評の駒ストラップ

ふ
る
さ
と
納
税

委
員　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
要
す
る
経
費
１
４
８
万
５

０
０
０
円
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
室
長　
寄
附
者

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
い
た

駒
ス
ト
ラ
ッ
プ
等
を
ふ
る
さ
と

納
税
の
申
込
と
は
別
に
し
、
市

の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
た
際
の
お
礼
と
し

て
贈
呈
す
る
こ
と
に
改
め
る
。

そ
の
た
め
に
シ
ス
テ
ム
の
機
能

強
化
を
図
る
も
の
。

　一般会計・特別会計補正予算は、予算特別委員会
に付託され審査された後、本会議において、原案の
とおり可決されました。
　審査の主なものは次のとおりです。

一般会計
８億１５５６万５０００円を

増額補正

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

修
繕
費

委
員　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

管
理
運
営
に
要
す
る
経
費
２
０

１
万
７
０
０
０
円
の
内
容
は
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長　
厨
芥

処
理
機
の
修
繕
費
用
で
あ
る
。

給
食
の
残
菜
は
細
か
く
裁
断
後

脱
水
し
可
燃
物
と
し
て
処
理
す

る
が
、
経
年
劣
化
に
よ
る
消

耗
、
摩
耗
に
よ
り
、
脱
水
部
分

の
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
交
換
が
必

要
に
な
っ
た
も
の
。

予
防
接
種
手
数
料
と

風
し
ん
の
予
防
接
種
状
況

委
員　
予
防
接
種
の
手
数
料
８２

万
２
０
０
０
円
は
。

健
康
課
長　
風
し
ん
追
加
的
対

策
の
請
求
支
払
決
裁
事
務
手
数

料
１
件
当
た
り
３
０
０
円
に
決

ま
っ
た
の
で
２
７
４
０
人
分
を

計
上
し
た
。

　
対
象
者
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
送

付
し
、
こ
れ
ま
で
１
８
１
人
が

抗
体
検
査
を
受
け
、
２４
人
が
予

防
接
種
を
受
け
て
い
る
。

予算特別委員会 令和元年度一般会計補正予算

一般会計補正予算の
あらまし
（単位：万円　単位未満四捨五入）主な内容

シティプロモーションに要
する経費　 １４９

がんばる商店街応援事業費
補助金 ２００

学校給食センターの管理運
営に要する経費 ２０２

定期予防接種に要する経費 ８２

園芸大国やまがた産地育成
支援事業費補助金並びに畜
産経営競争力強化支援事業
費補助金

９９９

商
工
業
振
興
に
要
す
る

経
費

委
員　
が
ん
ば
る
商
店
街
応
援

事
業
費
補
助
金（
２
０
０
万
円
）

の
内
容
は
。

商
工
観
光
課
長　
１０
月
か
ら
、

市
内
商
店
街
等
が
共
同
で
実
施

す
る
生
活
応
援
セ
ー
ル
に
か
か

る
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
製
作
、

新
聞
折
り
込
み
等
の
費
用
に
つ

い
て
、
１
団
体
２０
万
円
を
限
度

に
県
と
連
携
し
て
支
援
す
る
も

の
。農

業
振
興
事
業

委
員　
園
芸
大
国
や
ま
が
た
産

地
育
成
支
援
事
業
費
補
助
金
並

び
に
畜
産
経
営
競
争
力
強
化
支

援
事
業
費
補
助
金
（
９
９
８
万

９
０
０
０
円
）
の
内
容
は
。

農
林
課
長　
新
規
就
農
者
が
パ

プ
リ
カ
の
養
液
栽
培
を
行
う
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
、
農
業
法
人
等
３

団
体
が
行
う
サ
ク
ラ
ン
ボ
加
温

用
ハ
ウ
ス
等
の
設
備
、
畜
産
農

家
で
母
牛
出
産
を
見
守
る
監
視

カ
メ
ラ
設
置
等
の
経
費
に
つ
い

て
県
が
５
／
１２
、
市
が
１
／
１２

で
合
計
１
／
２
補
助
す
る
も
の
。
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日 月 火 水 木 金 土
１２/１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

討
　
論

▼
認
第
１
号　
平
成
３０
年
度

　
一
般
会
計
決
算

〈
反
対
〉石
垣
　
昭
一
議
員

　
市
職
員
の
女
性
職
員
の
割
合

は
４
割
近
い
が
、
女
性
管
理
職

は
３
人
と
低
く
、
男
女
共
同
参

画
推
進
事
業
を
進
め
る
行
政
と

し
て
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
。

　
予
約
制
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

が
区
域
型
を
拡
大
し
、
利
用
者

は
増
え
た
が
、
実
利
用
者
は
４

７
４
人
だ
っ
た
。
利
用
者
に

あ
っ
た
改
善
を
。

　
緑
地
面
積
が
年
々
増
加
し
、

管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。

樹
木
管
理
業
務
委
託
料
の
増

額
、
作
業
員
の
増
員
を
図
る
べ

き
だ
。

　
９
月
６
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
予
算
議
案
１
件
に
つ
い
て

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東根市外二市一町共立衛生処理組合議会
第２回定例会
　７月８日に第２回定例会が開催され、平成３０年度組合会
計決算（下表）などが認定・可決されました。
歳入� （単位：千円、単位未満四捨五入）

区　分 決算額 摘　　要

市 町 村 負 担 金 ８１８，３８７
天　童　市：３１３，０２９
東　根　市：２６０，３７６
村　山　市：１３１，６８８
河　北　町：１１３，２９４

償 還 交 付 税 ８９，２９６ 組合債返還のため、国から
交付された額

使用料・手数料 ８１５，５２５ ごみ・し尿処理手数料など
国 庫 支 出 金 ４４０
財 産 収 入 ５５，２３９ 基金利子及び貸付料など
繰 入 金 ６８，８２１ 施設整備基金より繰入
繰 越 金 ５８，９７５
諸 収 入 １１，９６４ 各種売却費など
組 合 債 ４７５，７００ 一般廃棄物処理事業債
合　　　計 ２，３９４，３４７

歳出� （単位：千円、単位未満四捨五入）
区　分 決算額 摘　　要

議 会 費 １，６０８ 組合議員報酬など
総 務 費 ３５１，５１１ 職員給与、手数料徴収費など
事 業 費 １，７３２，０３９
公 債 費 ２４１，８３７

合　　計 ２，３２６，９９５

議 会 の う ご き
（７月１９日～１０月１９日）

■７月
　２２日　市長要請全員協議会
　２３日　ＩＣＴシステムプロポーザル審査会
　　　　各派代表者会
　２４日　東北市議会議長会理事会（議長、局長／
　　　　東京都）
　２５日　埼玉県桶川市議会行政視察来童
　２９日　山形県議会総務常任委員会行政視察来童
　　　　友好都市瓦房店市訪問団解団式・反省会
　３０日　群馬県高崎市議会行政視察来童
　　　　市長要請各派代表者会
　３１日　市長要請環境福祉常任委員会（市民病院経
　　　　営再生アクションプラン進捗状況ほか）
■８月
　７日　議会運営委員会
　８日　市長要請総務教育常任委員会（会計年度任
　　　　用職員制度の創設等に向けた対応について）
　　　　ＩＣＴ議会推進委員会
　８日～９日　天童夏まつり
　９日　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会運
　　　　営委員会
　　　　山形県市議会議長会議員研修会（山形市）
　１９日　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会
　２１日～９月６日　第３回市議会定例会
■９月
　６日　広報委員会
　２２日　天童市議会議員選挙
　２７日　当選証書付与式、初当選議員説明会
■１０月
　１日　市制施行６１周年記念式典、初会合及び全員
　　　　協議会
　６日　天童市総合防災訓練
　７日　正副議長選挙に係る所信表明会、全員協議会
　８日～１１日　第４回市議会臨時会
　８日　正副議長選挙
　１１日　全員協議会、各常任委員会、議会運営委員
　　　　会、広報委員会
　１６日　山形県市議会議長会 事務局長会議
　１８日　広報委員会、初当選議員研修会

１２月定例会の日程（予定）

※請願の締め切りは、１１月２８日（木）正午の予定です。
※日程は変更になる場合があります。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

本会議
（最終日）

常任委員会

本会議
（初日）

常任委員会本会議
（一般質問）

予算特別委員会

本会議
（一般質問）

予算特別委員会

インターネットで生中継します。

てんどう市議会だより №16615



編
集
後
記

め
っ
き
り
秋
ら
し
く
な
り
夏

の
暑
さ
が
恋
し
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。こ

の
度
の
市
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
率
は
約
５５
㌫
と
前
回
よ

り
約
６
㌫
も
低
下
し
ま
し
た
。

投
票
率
ア
ッ
プ
の
対
策
が
必
要

で
す
。

議
員
の
改
選
に
併
せ
て
広
報

委
員
も
新
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
「
活
動
が

見
え
る
議
会
」
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。
投
票
率
向
上
に
つ

な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。（
三
宅
）

《
広
報
委
員
会
》

　
　
委 

員 

長　
三
宅　
和
広

　
　
副
委
員
長　
伊
藤　
和
子

　
　
委　
　
員　
佐
藤　
俊
弥

　
　
　

 

〃 　
　
笹
原　
隆
義

　
　
　

 

〃 　
　
古
澤　
義
弘

　
　
　

 

〃 　
　
佐
藤　
孝
一

　
私
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

一
環
と
し
て
初
め
て
議
会
の
傍

聴
を
行
い
ま
し
た
。
一
階
の
傍

聴
席
に
座
る
と
目
の
前
に
議
員

の
方
々
が
座
り
議
論
が
進
め
ら

れ
、
自
分
も
議
会
に
参
加
し
て

い
る
気
分
に
な
り
ま
す
。
限
ら

れ
た
時
間
内
で
の
質
疑
応
答

私
た
ち
の
ま
ち
、

�

天
童

小
林　
幸
一

�

（
１９
歳
・
南
町
）

は
、
現
状
に
対
す
る
問
題
点
や

新
た
な
可
能
性
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
結
論
を
出
す
こ
と
は
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
様
子
が
伺

え
ま
し
た
。

　
傍
聴
し
て
い
る
と
感
じ
る
の

は
、
次
々
と
現
れ
る
新
た
な
課

題
で
す
。
一
般
質
問
は
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
対
す
る
質
問
が
な

さ
れ
ま
す
が
、
論
点
を
絞
っ
て

議
論
を
し
て
い
て
も
、
質
問
を

重
ね
る
う
ち
に
そ
こ
に
付
随
す

る
財
源
の
問
題
や
市
民
へ
の
影

響
な
ど
、
考
慮
す
べ
き
点
が
表

面
化
し
て
い
き
ま
す
。
課
題
と

聞
く
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を

受
け
が
ち
で
す
が
、
今
ま
で
見

え
て
い
な
か
っ
た
課
題
が
見
え

た
と
い
う
こ
と
は
、
新
た
な
活

動
目
標
と
も
な
り
ま
す
。
こ
の

見
え
て
い
な
か
っ
た
課
題
の
発

見
追
求
が
、
議
会
の
一
つ
の
役

割
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
問
題

意
識
を
持
っ
た
取
り
組
み
は
、

結
果
的
に
成
果
と
し
て
表
れ
、

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。
こ
の
課
題
発
見
と

い
う
の
は
重
要
な
意
味
合
い
を

持
つ
の
だ
な
と
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
課
題
を
発
見
す
る

の
は
議
会
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
民
の
方
々
の
生
の
意
見

は
市
議
会
で
も
重
要
視
さ
れ
る

点
で
す
。
市
民
と
と
も
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う
こ
と

は
、
誰
も
が
自
慢
の
で
き
る
ま

ち
を
つ
く
る
鍵
で
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。

天
童
市
の
た
め
に

�
で
き
る
こ
と

佐
藤　
静
香

�
（
２１
歳
・
長
岡
）

　
私
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
現
在

ま
で
天
童
市
に
住
み
続
け
て
い

ま
す
。
さ
く
ら
ん
ぼ
や
ラ
・
フ

ラ
ン
ス
な
ど
の
果
物
や
温
泉
、

将
棋
駒
、
酒
な
ど
と
い
っ
た
全

国
で
も
有
数
の
特
産
物
が
あ

り
、
長
年
家
族
や
友
人
と
過
ご

し
て
き
た
天
童
市
に
私
は
愛
着

を
抱
い
て
い
ま
す
。

　
私
は
大
学
の
夏
休
み
の
期
間

を
利
用
し
、
天
童
市
役
所
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
、
実
習
の
一

環
と
し
て
９
月
定
例
会
の
一
般

質
問
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
議
会

の
傍
聴
自
体
初
め
て
で
、
一
つ

の
質
問
事
項
か
ら
新
た
な
質
問

が
生
ま
れ
、
次
々
と
意
見
が
交

わ
さ
れ
て
い
く
様
子
に
最
初
は

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
に
意
見
が
活
発
に
交

わ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
議

員
を
は
じ
め
と
す
る
議
会
に
参

加
し
て
い
る
全
て
の
人
が
天
童

市
の
現
在
や
将
来
の
こ
と
を
真

剣
に
考
え
て
い
る
か
ら
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
妥
協

の
な
い
議
論
と
議
会
の
雰
囲
気

は
、
実
際
に
自
分
で
体
験
し
な

い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
で
し
た
。

　
今
回
の
議
会
傍
聴
は
、
私
に

と
っ
て
天
童
市
の
今
後
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
に
な
り
、
ま

た
、
貴
重
な
体
験
に
も
な
り
ま

し
た
。
天
童
市
を
さ
ら
に
住
み

よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
は
、

今
回
傍
聴
し
た
議
会
の
存
在
だ

け
で
な
く
、
我
々
市
民
が
積
極

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る

こ
と
も
必
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
私
も
今
ま
で
以
上
に
天
童

市
の
現
状
に
関
心
を
持
ち
、
身

近
な
人
と
自
分
が
で
き
る
こ
と

を
考
え
行
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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